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(57)【要約】
【課題】　設定状態、特に、温度に関する設定状態の表
示の視認性を向上させることが可能なリモコン装置を提
供する。
【解決手段】　表示部２と、表示部２上に設けたタッチ
スクリーン検出部３と、タッチスクリーン検出部３から
の操作信号により空気調和機Ａの設定温度を変更し、表
示部２に設定温度を表示させる制御部４とを備えたリモ
コン装置１において、制御部４が設定温度に伴った色で
表示部２のボタン表示２ｃを表示するものである。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、前記表示部上に設けたタッチスクリーン検出部と、前記タッチスクリーン検
出部からの操作信号により前記被操作機器の設定温度を変更し、前記表示部に設定温度を
表示させる制御部とを備えたリモコン装置において、前記制御部が設定温度に伴った色で
前記表示部を表示することを特徴とするリモコン装置。
【請求項２】
　前記色は、設定温度が低い場合は、寒色であり、設定温度が高い場合は、暖色であるこ
とを特徴とする請求項１に記載のリモコン装置。
【請求項３】
　前記表示部で表示する表示内容が、設定温度を調節するボタン表示であることを特徴と
する請求項１に記載のリモコン装置。
【請求項４】
　前記表示部で表示する表示内容が、設定温度を表示する設定温度表示であることを特徴
とする請求項１に記載のリモコン装置。
【請求項５】
　前記表示部で表示する表示内容が、運転状態を表示する運転状態表示であることを特徴
とする請求項１に記載のリモコン装置。
【請求項６】
　前記表示部で表示する表示内容が、前記表示部の全面であることを特徴とする請求項１
に記載のリモコン装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機や給湯器などの遠隔制御に用いられるリモコン装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来のリモコン装置は、空気調和機や給湯器の設定状態を表示する表示部と、その設定
状態を変更するためのボタン操作部とを備えたものであった（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　近年、リモコン装置の美観を向上したり、あるいは、前記表示部の表示面積を大きくす
るために、前記表示部上にタッチスクリーンを設け、前記表示部には設定状態と、その操
作に必要なボタンの画像を表示させ、このボタンの画像をタッチする事で設定状態を変更
するリモコン装置が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　これにより操作ボタンの数を削除あるいは低減できるとともに、前記表示部には操作に
必要な時だけボタンを表示させ、操作に不必要なボタンは表示させないため、操作性を向
上することもできるものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平６－５５０４０号公報
【特許文献２】特開２００１－１２７９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のリモコン装置では、前記表示部に多くの設定状態を表示すること
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ができるため、個々の設定状態の表示が小さくなり、特に、空気調和機や給湯器などのリ
モコン装置において重要な情報である設定温度についても視認性が悪くなるという課題が
あった。
【０００７】
　特に、前記リモコン装置を壁などに固定して用いる場合は、前記リモコン装置から離れ
た位置で設定状態を視認することもあり、このような状況では、さらに、視認性が悪くな
るという課題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、設定状態、特に、温度に関する設定状態の表示の視認性を向上させ
ることが可能なリモコン装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、前記課題を解決するため、表示部と、前記表示部上に設けたタッチスクリー
ン検出部と、前記タッチスクリーン検出部からの操作信号により前記被操作機器の設定温
度を変更し、前記表示部に設定温度を表示させる制御部とを備えたリモコン装置において
、前記制御部が設定温度に伴った色で前記表示部を表示するものである。
【００１０】
　また、前記色は、設定温度が低い場合は、寒色であり、設定温度が高い場合は、暖色で
ある。
【００１１】
　また、前記表示部で表示する表示内容が、設定温度を調節するボタン表示である。
【００１２】
　また、前記表示部で表示する表示内容が、設定温度を表示する設定温度表示である。
【００１３】
　また、前記表示部で表示する表示内容が、運転状態を表示する運転状態表示である。
【００１４】
　また、前記表示部で表示する表示内容が、前記表示部の全面である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、設定状態、特に、温度に関する設定状態の表示の視認性を向上させることが
可能なリモコン装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態であるリモコン装置と空気調和機との構成を示すブロック図。
【図２】同実施形態のリモコン装置の表示例を示す図。
【図３】同実施形態のリモコン装置の表示例を示す図。
【図４】同実施形態のリモコン装置の表示例を示す図。
【図５】同実施形態のリモコン装置の表示例を示す図。
【図６】同実施形態のリモコン装置の表示例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面に基づいて、本発明の実施形態を説明する。
【００１８】
　リモコン装置１は、表示部２、タッチスクリーン検出部３、制御部４及び入出力部５を
有し、制御信号を送信して空気調和機Ａの運転を制御するものである。
【００１９】
　表示部２は、表示素子として例えばドットマトリクス型の液晶表示素子を備えるもので
あり、その表示内容をドット表示によって自由に変更することができるものである。本実
施形態では、後述する運転状態や設定温度などを表示する。この液晶表示素子は、カラー
表示可能である。また、表示部２は、前記液晶表示素子を背後から照明する図示しない照
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明手段を備えている。
【００２０】
　タッチスクリーン検出部３は、タッチパネル等からなり、表示部２上に配置され、利用
者が表示部２に表示される複数のボタンを指などで触れる等の選択動作をすることで空気
調和機Ａの制御に関する各種操作を行うものである。また、タッチスクリーン検出部３は
、本実施形態においては、空気調和機の運転種別、温度設定、風量設定などの設定の変更
を行うものである。
【００２１】
　制御部４は、主にマイクロコンピュータによって構成されるものであり、所定のプログ
ラムを実行するためのＣＰＵと、前記プログラムやデータなどが記憶されたＲＯＭと、前
記ＲＯＭに記憶したプログラムやデータなどを記憶するとともに演算結果等を一時的に記
憶するＲＡＭと、空気調和機Ａの運転を制御するために制御信号を出力するための駆動回
路と、タッチスクリーン検出部３からの操作信号を入力するためのインターフェイス部等
を有している。また、制御部４は、空気調和機Ａの運転機能及び運転設定等の運転状況を
検出し、運転状況に関する情報を表示部２に表示させる。前記ＲＯＭには、各種運転機能
及び運転設定における設定内容、設定値等の各種データ、あるいは設定温度に伴った表示
色データなどが記録されている。前記ＲＯＭに記憶されている設定温度に伴った表示色デ
ータは、設定温度の下限である摂氏１８℃の場合、寒色で、本実施形態では青色であり、
また、設定温度の上限である摂氏３２℃の場合、暖色で、本実施形態では赤色であり、ま
た、設定温度の中間である摂氏２５の場合、本実施形態では、白色である。そして、設定
温度の下限から中間までは、青色から白色に段階的に色が変わり、設定温度の上限から中
間までは、赤色から白色に段階的に色が変わるものである。
【００２２】
　入出力部５は、通信線Ｗを介して空気調和機Ａとの通信を行うものである。なお、空気
調和機Ａとの通信は、有線方式に限定されるものではなく、赤外線通信などを用いる無線
方式であってもよい。
【００２３】
　次に、表示部２の表示例について説明する。
【００２４】
　図２は、表示部２の表示例を示すものであり、空気調和機Ａの各種運転機能（冷房、暖
房、除湿、送風など）のうち冷房運転機能が選択されている場合の表示例を示している。
【００２５】
　表示部２中の２ａは、複数の運転機能の内、現在選択している運転機能を表示する運転
状態表示であり、図２においては「冷房」を表示している。２ｂは、各運転機能の内、設
定温度を示す設定温度表示であり、温度設定の設定値（図２においては「２４℃」）を表
示している。２ｃは、設定温度を調節するボタン表示であり、本実施形態では、設定温度
上昇ボタン２ｃ１と、設定温度下降ボタン２ｃ２とで構成されている。なお、表示部２に
は、前記表示以外にも空気調和機Ａの各種運転機能を表示しているが、図面では省略して
いる。
【００２６】
　表示部２の表面側にはタッチパネルであるタッチスクリーン検出部３が配置されており
、運転状態表示２ａ、ボタン表示２ｃの表示は、それぞれ設定を変更する選択ボタンとな
っている。すなわち、運転状態表示２ａをタッチすると各種運転機能を切り替えることが
でき、また、ボタン表示２ｃをタッチすると設定温度を変更することができる。
【００２７】
　図３は、設定温度に伴った表示部２の表示例を示す図である。制御部４は、タッチスク
リーン検出部３からの設定温度に関する前記操作信号を検出し、設定温度上昇ボタン２ｃ
１あるいは設定温度下降ボタン２ｃ２が選択動作されたと判定する場合は、温度設定の設
定値を変更して変更内容を示す制御信号を入出力部５を介して空気調和機Ａに送信し、か
つ、表示部２の設定温度表示２ｂとボタン表示２ｃとの表示内容を更新する。図３の斜線
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部で示すように、ボタン表示２ｃは、本実施形態では、摂氏２４℃であるので、若干青み
がかった白色で表示する。
【００２８】
　本実施形態のリモコン装置１は、設定温度に伴った色で表示部２、本実施形態では、ボ
タン表示２ｃを表示するものである。以上のように構成したことによって、リモコン装置
１の設定状態、特に、空気調和機や給湯器などのリモコン装置１において重要な情報であ
る設定温度について、視認性を向上させることができる。また、ボタン表示２ｃが設定温
度に伴った色で表示されるので、利用者がリモコン装置１を触れる部分の色が変わるので
、操作時に色彩を使って利用者の視覚に設定温度を認識させることができる。
【００２９】
　特に、本実施形態のように、リモコン装置１を壁などに固定して用いる場合などのリモ
コン装置１から離れた位置からの視認性も向上させることができる。
【００３０】
　また、設定温度に伴った色で表示するのは、本実施形態のボタン表示２ｃに限定される
ものではなく、例えば、図４の斜線部で示すように、設定温度表示２ｂであっても良い。
設定温度表示２ｂが設定温度に伴った色で表示されるので、利用者がリモコン装置１で設
定温度を確認する際に、操作時に色彩を使って利用者の視覚に設定温度を認識させること
ができる。
【００３１】
　あるいは、図５の斜線部で示すように、運転状態表示２ａであっても良い。運転状態表
示２ａが設定温度に伴った色で表示されるので、利用者がリモコン装置１で設定温度を確
認する際に、運転状態を確認すると同時に、色彩を使って利用者の視覚に設定温度を認識
させることができる。なお、図５では、運転状態表示２ａは、冷房であるが、本表示例に
限定されるものではなく、他の運転状態、例えば、暖房や乾燥などの状態であっても良い
。
【００３２】
　あるいは、図６の斜線部で示すように、表示部２の全面であっても良い。特に表示部２
の全面が設定温度に伴った色で表示することによって、表示面積が広いので、より視認性
が向上する。
【００３３】
　なお、本実施形態においては、空気調和機Ａと別体に設けられるリモコン装置１であっ
たが、空気調和機Ａと一体的に設けられる操作パネルであってもよい。
【００３４】
　なお、前記各実施形態では、リモコン装置１は、壁などに固定して用いるものであった
が、前記各実施形態に限定されるものではなく、持ち運び可能なリモコン装置に適用して
も良い。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　空気調和機や給湯器などの温度設定を行うリモコン装置に利用可能である。
【符号の説明】
【００３６】
　１　　　リモコン装置
　２　　　表示部
　２ａ　　運転状態表示
　２ｂ　　設定温度表示
　２ｃ　　ボタン表示
　２ｃ１　設定温度上昇ボタン
　２ｃ２　設定温度下降ボタン
　３　　　タッチスクリーン検出部
　４　　　制御部
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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